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復習問題 3.1 次の漸化式を考える．

an =


2 (n = 1 のとき)

3 (n = 2 のとき)

an−1 + an−2 (n ≥ 3 のとき).

数列 {an}n≥1 の一般項 an を閉じた形で与えよ．

復習問題 3.2 次の漸化式を考える．

fn =

1 (n ≤ 2 のとき)

1 + fn−1 + fn−2 (n ≥ 3 のとき).

このとき，

fn = O

((
1 +

√
5

2

)n)
が成り立つことを証明せよ．

復習問題 3.3 次の漸化式を考える．

gn

= 1 (n = 0 のとき)

≤ 2 + gbn/2c (n ≥ 1 のとき).

このとき，

fn = O(log n)

が成り立つことを証明せよ．

補足問題 3.4 次の漸化式を考える．

bn =

3 (n = 1 のとき)

cn + cn−1 (n ≥ 2 のとき),

cn =

2 (n = 1 のとき)

bn−1 + cn−1 (n ≥ 2 のとき).

数列 {bn}n≥1の一般項 bnと数列 {cn}n≥1の一般項 cnを閉

じた形で与えよ．

追加問題 3.5 次の漸化式を考える．

tn =


5 (n = 1 のとき)

24 (n = 2 のとき)

4tn−1 + 4tn−2 (n ≥ 3 のとき).

数列 {tn}n≥1 の一般項 tn を閉じた形で与えよ．ヒント：

tn = 4−3
√
2

8 (2− 2
√
2)n + 4+3

√
2

8 (2 + 2
√
2)n．

追加問題 3.6 次の漸化式を考える．

qn

= 1 (n = 0, 1 のとき)

≤ qbn/3c + qbn/6c + 1 (n ≥ 2 のとき).

このとき，qn = O(n)が成り立つことを証明せよ．ヒント：

帰納法の仮定に注意せよ．
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